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「発達」概念の含意を検討する意図で企画された

本シンポジウムは、その表題に「development」を

掲げることで、より多角的な議論を可能にしたと

言える。当日の報告は各自の研究領域における文

脈と問題関心に引き寄せながら行われたが、「発

達」「発展」「開発」「development」というキーワー

ドが共通の土台となって議論が広がっていった。

本稿は、これらのキーワードとその相互関係への

関心から、言葉の意味と使われ方に着目して若干

の補足的なコメントを加えることとしたい。

本シンポジウムにおいて「development」を言

い換えた日本語は、個人について見る時に「発達」

が、社会について見る時に「発展」「開発」が用い

られる傾向があった。ところで、「development」

と「発達」が明確に結びついたのは明治20年代頃

と目される 。心身の発育成長を表す「発達」に加

え、学問や社会の進歩の意味が加わったのも同時

期と見られる。その後、学術用語としてより限定

的に使用される一方、一般的な用法としては個

人・個体や心身のみにとらわれない使用も少なく

なく（歴史・社会・学問・産業の発達など）、そこ

では進歩や発展との親和性から「優れた」「よりよ

い」変化が示唆されてきたと言える。とはいえ、

教育学研究と心理学研究で見た限りでもその用法

に幅が見られるように、より広い文脈で見れば「発

達」それ自体も多義的な言葉のように思われる。

では、「発達」と「開発」との関係はどうであろう

か。「開発（かいほつ）」の語は日本では平安時代

から用法があるといわれ、広く「ひらく」の意、

また「新シク地ヲ開キ発
オコ
シテ田畑トスルコト」（開

墾）を指すとされてきた 。「発達」に先んじて明治

５年に「develop」、明治19年に「development」

への訳を見出せる 。明治20年代になると「かいは

つ」とも読んで「注入主義」の対語として「知識

ヲ自然ニ自己カラ発
オコ
シ開クヤウニスル」「人智ヲ導

キテ、自ラ発達セシムル、教授ノ一法」の意も加

わったとされる。後に見られる「能力開発」「自己

開発」はこの用法といえる。内発性を印象づける

これらの用法は、しかし用いられる文脈によって

異なる意味と様相を持つ点にとりわけ注意が必要

である。他方、近代化の過程において経済的・社

会的側面での「開発」が引き起こしてきた諸問題

を踏まえ「開発」概念自体を根底的にとらえなお

そうとする動向が近年顕著である。「環境を改変し

ながら存続」してきた人類誕生以来のいとなみを

「開発」と定義しなおそうとの試み 、地域の土着文

化や宗教思想のなかの「開発」、「development」

に相当する土着思想の探求、内発的発展の源流探

索とオルタナティブな「development」の内実を描

く作業、「ポスト開発」「脱成長」の提起などであ

る。「開発」もまた文脈に応じて多義的であること

を加味して、これらの言葉の用法と概念との相互

関係を見ると何が見えてくるか、また、「発達」概

念を多角的に再検討しようという試みにおける基

礎的な作業としても探求してみたいところであ

る。

注

developmentの語源には，de＋envelopから，包み込ま

れていたものが解き放たれる，潜在していたものが徐々

に姿を現してくる，の意があるとされる（Oxford Dic-

tionary of English,Oxford University Press(2005)）．
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田中昌人『人間発達の理論』（青木書店，1987年）も参照．

惣郷正明・飛田良文『明治のことば辞典』（東京堂出版，

1986年）によれば，『哲学字彙』（明治14年）で「発達

（はつだつ）」は「growth」のみ，『漢英対照いろは辞

典』（明治21年、はつたつ）・『和英大辞典』（明治29

年、Hattatsu）に「to be developed」「development」

が登場する．

なお中国の古典では，「封を切る」「閉じていたものを開

く」「知識をひらきみちびく」などの意味とされる．

前掲，惣郷・飛田1986年（『和英語林集成 再版>』明治

５年，『和英語林集成 三版>』明治19年）．他に，大槻

文彦『大言海（新編）』（冨山房，1956年）も参照．

『岩波講座開発と文化１ いま，なぜ「開発と文化」なの

か』岩波書店，1997年，ⅴ頁．

西川潤・野田真里編『仏教・開
かい
発
ほつ
・NGO― タイ開

かい
発
ほつ
僧

に学ぶ共生の智慧』新評論，2001年他．
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